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形成 は,胎生期から始まっていた。味蕾形成に関
わる抗PGP9.5抗体陽 性細胞,味 覚機能 タンパク
質(α-gustducin)及び味覚受容体(mGluR)は,
軟口蓋,茸 状乳頭,有 郭乳頭の順で発現していた。
③胎生11日に味覚受容体遺伝 子が発現 し始め る
が,味 覚に関与する機能 タンパク質 α-gustducin
や旨味受容体mGluRは未だ発現 していない。④
胎生16日には有郭乳頭 を除いて味覚が機能 して
い るが,有 郭乳頭では,胎 生18～20日(出生の
1～2日 前)に 味覚 が機能 し始 める。胎生18～
20日における有郭乳頭味蕾内の細胞にPGP9.5が
発現 していたことか ら,この胎生期 までに神経が
味蕾に到達 していたと考 えられた。
以上 より,マ ウスでは,軟 口蓋の味覚機能が先
に生 じ,舌 の味覚機能はその後に生 じると考 えら
れた。離乳に備 えこの時期 に味蕾の準備が完了す
ることを示唆 している。
本論文はマウス軟口蓋 と舌の味蕾について α-
gustducin,mGluR4,PGP9.5の免疫 組織 化 学
染色 とGタンパク質共役型受容体 ファミリーの1
つTlRsファミリーmRNAについてPCR法を用い,
発生学的,分 子生物学的に検索 した。その結果,
味蕾におけるTlRsファ ミリー発現時期などにつ
いて新 しい所見が得 られた。
本審査委員会は論文提出者から詳細な報告 を受
け,さ らにTlRsファミリー遺伝子発現 と関連 タ
ンパ ク質発現の時期のずれについて質問を行い,
概ね適切と判断できる回答が得 られた。
以上の審査結果から,本審査委員会は,提 出 し
た論文の成果が学位授与に値するもの と認めた。
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論文の内容および審査の要旨
マ ウス の軟 口蓋 と舌 の味蕾 に おい て,α-
gustducin,mGluR4,PGP9.5の免疫 組 織 化学
染色 とGタンパ ク質共役型受容体ファミリーの一
つであるTlRsファミリーの遺伝子についてRT-
PCR法による検索 を行い発生学的に検討 した。
実験動物には,5週齢の雌性,雄性マウスのカッ
プ リングによ り得た,胎 生8日 ～生後21日のマ
ウスを使用した。
1)味蕾発現時期の組織学的検討
胎生11日から生後18日までのマウスにおいて,
口蓋 と舌を採取 し,通法に従いパラフィン切片 を
作製 した。HE染色後,舌 と軟 口蓋組織の形態的
変化 を光学顕微鏡で観察 した。
2)遺伝子工学的実験(PCR)
味覚 受容 体の発現 の指標 となるTlRsファ ミ
リーのmRNAの発現時期 を,RT-PCR法により解
析 した。
3)免疫組織化学実験
一次抗体の抗gustducin,抗mGluR4を用い,
α-gustducinとmGluRsの存在を組織学的に検索
した。さらに味覚情報の伝達に関わる神経の存在
部位を明 らかにするため,一 次抗体の抗PGP9.5
を用い,形 態学的に検討 した。
4)歯胚と歯牙萌出状況の観察
マウス下顎骨のエ ックス線写真 を,軟エ ックス
線発生装置で撮影 した。
その結果,①C57BL/6マウスでは,胎 生11
日以降 において,甘 味,旨 味の認 識 に関わ る
TlRsファ ミリーのmRNAが発現 した。②味蕾の
